
海から考える与論島の未来
～課題発見とその解決にデザインを活かす～

2021年3月17日(水)19:00～砂美地来館

主催：NPO法人ヨロンSC

https://yoronsc.com/


会次第

２部

講演

「与論町における海洋教育について考える」

講師：田口康大

３部

トークセッション

「デザインで生み出す「新しい自然」

大城健作/佐藤久美子/池田剛

１部

海っ子ローカルメディア配信プロジェクト

事業報告



「海っこローカルメディア配信プロジェクト
～海の魅力を体験・配信～」

対象：島内子ども(２６名参加）

※日本財団「海と日本プロジェクト」
の一環として実施

１部：プロジェクト概要

①体験プログラム（全７回実施）
「海離れ」を防ぐ
「海遊び」を通して魅力を再発見

②発信プログラム（全５回実施）
海遊びを通してヨロンの魅力を発信

https://yoronsc.com/


１部：プロジェクト概要

1ｋｍ

東
海
域
を
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https://yoronsc.com/


体験プログラム

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

大金久海岸

与論島における体験活動実施場所(GoogleMapより)

●海ゴミゼロウィークへ参加（6/14)

1ｋｍ

●サンゴ礁体験学習(7/5)

赤崎サンゴの森

6/14

7/5

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

赤崎海岸

● 赤崎トレッキング(8/9)＠オンライン

与論島における体験活動実施場所(GoogleMapより)

1ｋｍ

8/9

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

●魚のさばき方教室(8/16)＠オンライン

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

●魚のさばき方教室(8/16)＠オンライン

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

皆田海岸

●SUPカヌーツーリング（10/3)

与論島における体験活動実施場所(GoogleMapより)

1ｋｍ

10/3

https://yoronsc.com/


１部：体験プログラム

船倉海岸

●旧暦のある暮らし体験（11/14)
@オンライン

与論島における体験活動実施場所(GoogleMapより)

1ｋｍ

11/14

https://yoronsc.com/


発信プログラム

3710Lab

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

基本オンラインで実施

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

10/11 山野さん(takaiyama)によるワークショップ

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

・伝わるデザイン

・伝わる文字の大きさ

・伝わるフォント

伝える

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

基本オンラインで実施

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

基本オンラインで実施

オンラインの可能性

https://yoronsc.com/


１部：発信プログラム

完成しました

https://yoronsc.com/


・オンライン/オフラインを使い分け

１部：プロジェクト振り返り

・コロナ禍でのイベント実施

・発信する力を身につける

・体験を通して地域の魅力を
知る

●これからの運営 ●自分の力で生きる人を育てる

https://yoronsc.com/


情報発信を「デザイン」する！



③自己表現できる場づくり

②コミュニ―ティーの掛け算

①創造性を社会に活かす



①創造性を社会に活かす



10/11 山野さん(takaiyama)によるワークショップ





②コミュニ―ティーの掛け算



点
検
・
評
価

観光地域

プロモーション事業

行政

ヨロン
SC

情報発信チーム

ヨロン島
観光協会

海洋教育
協議会

地域住民

価 値 共 創
観光拠点

体験プログラム

教育

農産品
モノづくり

漁業・農業

産直市

飲食店

イベント

×

×

観光資源

地 域

海洋教育

農商工連

携

旅行会社

メディア

物産展

産直市

与論出身者
経営店

与論会

販路

旅行者

国内

海外

ヒト

モノ

観光・交流

情報発信・PR

地域広報

対話

地域の魅力化

再発見、シ

ビックプライ

ド醸成

観光指標モニタリング事業

目 的

持続可能な観光地づくりを通して、ユンヌに生まれ、

ユンヌに暮らす人や来訪者にとって喜びを感じるこ

とのできる島にする

想定されるプロモーション事業

〇WEBマガジン運営 〇海洋教育事業のサポート（例：与論

高校や中学校の総合学習サポート）〇与論町広報誌制作サポ

―ト 〇プロモーション媒体制作（例：Youtube等のデジタ

ルマーケティング）〇モニターツアー販売 〇ワークショッ

プ（例：海っ子など）〇その他イベント等

目 標

ヨロン島のイメージと認知度を高め交流人口の増大

及びヨロン島愛着度を向上させる。

情報発信イメージ図



③自己表現できる場づくり

http://test1.sub.jp/yrn/


講演

与論町における海洋教育について考える



トークセッション

「デザインで生み出す『新しい自然』」



30

鹿児島県・与論渚の交番 担い手 （特非）ヨロンSC

活動実績

子供向けマリンアクティビティ事業
の実施、体育館･プール等スポーツ施
設の指定管理。過去に同町より多数
の文化・スポーツにかかる業務委託
の受託実績と、海を活用した健康増
進政策の企画立案の実績を持つ。

場所 鹿児島県大島郡与論町大金久海岸

整備費申請額 197,770,000円

珊瑚礁の豊かな海に囲まれた与論島だが、島の子供たちが海に行く機会は少ない。また、観光客の増加に伴う環境への負担や施設の老朽化など
の問題も起こっている。本事業は上記の課題解決のために海洋教育プログラムの実施や持続可能な観光地づくりのハブとなる拠点を設置する。

1. 島内の小学校～高校と連携した体験型海洋教育プログラムの実施、島外観光客に対する海洋体験プログラムの実施
2. NPOや自治体、マリン事業者等と連携した環境整備
3. (持続的な運営) プログラム参加料、カフェ等の運営、観光協会と連携した観光事業者取りまとめや情報発信の実施

解決したい課題

事業内容

渚の交番プロジェクト
2021年3月17日シンポジウム資料

https://yoronsc.com/


ヨロン 渚の交番

親子向け魚のさばき方
教室や島の魚たべる！
週間等を実施し、地域
コミュニティの拠点と
なる

NPOや環境団体とと連携
し、地域の海を次世代に
つなぐ

既存建物の撤去、駐車場の整備と拡大、
その他周辺環境の整備を自治体が担う

キャンプ場など観光資源を活かした
東海岸全体の魅力化

与論渚の交番

与論町の小学校～高校と
連携し、体験型の海洋教
育プログラムを実施

与論町役場による環境整備

全体のマネジメントや観
光客のワンストップ窓口
機能、海や観光に関する
情報発信の拠点を目指し
ます。

1. 実践型海洋教
育

2. 環境整備 ３．情報発信 ４．交流の拠点

既存周辺施設との連携

「海」を起点とした多様な関係者が集まる拠点

Muuru(ムール)

体験型海洋教育・地域のコミュニティとしての拠点

2021年3月17日シンポジウム資料

https://yoronsc.com/

